産総研における医工連携の展開　―ユビキタス医療工学の拠点を目指して―
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1． はじめに

　昨今、産学官のいずれにおいても医工連携の必要性が指摘されており、様々な活動が活発化している。産総研においても、従来得意とする基盤技術をベースにして、より医療への応用を明確にした研究拠点化を目指している。その理由は、2020年には、人口の25％が65才以上の高齢者で占めるという超高齢社会を迎え、健康な長寿が国民の最大目標となるからである。

・・・・・・・・


　　　　　　　

　　　　図１　　日本の高齢化の現状

２．医工連携の現状

ユビキタス医療システムとは、いつでも、何処でも、誰でも同じく高度な治療を受けられる患者本位の新しい医療システムである。即ち、従来の視触診、血液検査、医師の経験等にたよる医療から、先端医療機器を用いた高信頼・高速な検査、情報統合による規格化・ＤＢ化に基づく確度の高い、均質化した高度医療システムに経済性を犠牲にせずに変革をする。

・・・・・・・・・・

原則として、講演要旨はＡ４で２ページ、ポスターはＡ４で１ページと致します。このフォームを利用してください。

注）どうしても長くなる方は、編集の都合上、図などを利用して４ページまたは２ページの偶数枚となるようお願いいたします。

・・・・・・・
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３．まとめ

・・・・・・・・・・

したがって、産総研モデルを実現するための研究組織の要件は、外部への明確なメッセージを発信できること、世界的ポテンシャルを有すること、及び「拠点化」である。また、国際競争力を高めるためには国際標準の視点が極めて重要であり、研究開発の先に標準化があることを常に意識するべきであり、また異分野融合の新領域である医工連携分野の専門家を育成・確保することは今後の医療機器産業発展のためにも、保健医療制度維持のためにも不可欠である。産学の期待に応え得るよう、研究面は当然であるが制度面でも斬新な考えを実現していきたい。
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